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紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



つま 戸より 清き 男の 出づる ころ 後 夜の 

律師の まう 上る ころ (晶子) 

リ ようじん 

一人の 夫人の 忠実な 良人と いう 評判が あって、 品 

ひょうぼう 

行方 正 を 標榜して いた 源 左 大将で あつたが、 今 は 

によに みや ひ 

女 二の 宫に 心を惹 かれる 人に なって、 世間体 は 故人へ 

の 友情 を 忘れない ふうに 作りながら、 引き続いて 一 条 

第 をお 訪ねす る こと をして いた。 しかも この 状態から 

一 歩 を 進めないで はおかない 覚悟が 月日と ともに 堅く 

みやす どころ 

なって いった。 一条の 御 息 所 も 珍しい 至誠の 人で ある 



と、 近 ごろに なって ますます 来訪者が 少なく、 寂れて 

やしき 

ゆく 邸 へしば しば 足 を 運ぶ 大将に よって 慰められて 

いる ことが 多い のであった。 初めから 求婚者と して 現 

われなかった 自分が、 急に 変わった 態度に 出る の はき 

まりが 悪い、 ただ 真心で 尽くして いると ころ をお 認め 

になったなら、 自然に 宮 のお 心 は 自分へ 向いて くるに 

違いない から 時 を 待とうと、 こう 大将 は 思って 一日 も 

早く 宮と御 接近す る 機会 を 得た いとう かがい 歩いて い 

るので ある。 宫が 御自身で お 話 を あそばす ような こと 

はま だ 絶対にない。 いっか 好機 会 を とらえて 自分の 持 

つ 熱晴を 直接に お告げす る こと もし、 御 K 子 もよ く 見 



「珍しく 山から 下って いられる 某 律師に ぜひ 逢って 相 

談を しなければ ならぬ ことがあ つたし、 御 病気の 御 息 

所の 別荘へ お見舞い もしが てらに 小 野へ 行こうと 思 

う」 

やしき 

と 何げ なく 言って 大将 は 邸 を 出た。 前駆 もたい そ 

かりぎぬ 

うに はせ ず 親しい 者 五、 六 人 を 狩 衣 姿に させて 大将 は 

伴った ので ある。 たいして 山 深く はいる 所ではないが、 

さき もみじ 

松が 崎の 峰の 色な ども 奥山で はない が、 紅葉 をして い 

て、 技巧 を 尽くした 都の 貴族の 庭園な どよりも 美しい 

こしばが き 

秋 を 見せて いた。 そこ は 簡単な 小 柴垣な ども 雅致の あ 

るふう にめ ぐらせ て、 Ke3 では あるが 品よ く 住みな さ 



生活の 一部に して 来て いますれば、 こんなに 不器用な 

恋の悩み をし ないでも 済んだ ろうと 思います。 私の よ 

うに 長く 心の 病気 をお さえて いる 人はないでしょう」 

大将 は y J の 言葉 のとお リ にもう 軽々 しい 多情 多感な 

ふうさ い 

青年で はない 重々 しい 風采 を 備えて いるので あるから 

その 人の 切り出して 言った ことが これで あるの を、 女 

房た ち はこん な ことにな るかと も かねて あやぶん でい 

たと、 途方に 暮れた 気がする のであった。 

まず あいさつ 

「私が 拙い 御 挨拶な ど をして はかえ つ て いけません か 

ら、 あなたが」 

こんな こと を 皆 ひそかに 言い合つ ていて、 



「あんなに もお 言いになります 方に、 あまり 無関心ら 

しく あそばさな いほうが よろし ゆう) /ざいましょう。 

何とかお つ しゃ つ てくだ さい ませ」 

と宫へ 申し上げ ると、 

「病人が 自身で お 話 を 申し上げる ことので きません よ 

うな 失礼な 際に、 私で も 代わ リを いたしまして お逢い 

申し上げ たいので ございま すが、 病人が 一 時 非常に 悪 

うご ざいました ために、 私まで も 健康 を 害しまして、 

それで よん どころ なく」 

こうお 取り次がせ になった。 

「それ は 宮様のお 言葉です か」 



「，j J もっともで ござい ます」 

と 女房ら が 言う。 

日 は 落ちて 行く 刻で、 空 も 身に しむ 色に 霧が 包んで 

いて、 山の 蔭 はもう 小暗い 気の する 庭に はしき りに 

ひぐ らし かきね なでしこ 

蜩 が 鳴き、 垣根の 撫子が 風に 動く 色 も 趣 多く 見えた。 

力 A ぼく 

植え込みの 灌木 や 草の 花が 乱れ ほう だ いに なつ た 中 を 

行く 水の 音が かすかに 涼しい。 一方で は 凄い ほどに 山 

おろしが 松の梢 を 鳴らして いたりな どして、 不断 経 

の 僧の 交替の 時間が 来て 鐘 を 打つ と、 終わって 立つ 僧 

の 唱える 声と、 新しい 手代 わりの 僧の 声と がいつ しょ 

になって、 一時に 高く 経 声の 起こる の も 尊い 感じの す 



気をつけて くれる ように」 

と 命じた。 訳の ある ことに 相違ない と 思って その 男 

は 去った。 それから 大将 は 女房に、 

「道 も わから なくなりました からこ こで ごやつ かいに 

なりましょう、 かないます ならこの 御簾の 前 を 拝借 さ 

ち- リゃ J 

せて ください。 阿闍 梨の 御用が 済む までです」 

と 落ち着いた ふうで 言う ので あつ た。 これまで はこ 

ん なに 長居 をした こ ともなく、 浮薄な 言葉 も 出した 人 

ではなかった のに、 困った ことで あると 宮は お思いに 

なった が、 わざとが ましく 隣室へ 行って しまう こと も 

体裁の よい もので ないような 気があ そばされ るので、 



なぜ あなたが たは 不思議にな さるので しょう。 つまら 

ぬ 私です が、 真心 をお 見せす る ことにな つて 長い 年月 

も 重な つ ている はずです」 

と 女房ら に 答えてから、 大将 は 優美な 落ち着き を 失 

わずに、 美しい こ の 恋 を 成り立た せなければ ならぬ， J 

とを宮 へお 説きす るので あった。 宮は御 同意 を あそば 

すべく もない。 こんな 侮辱まで も 忍ばねば ならぬ かと 

いうお 気持ちば かりが 湧き上が るので あるから 何 を 言 

うこ ともおで きにならない。 

おとめ 

「あまりに 少女ら しいではありません か。 思い余る 心 

から、 しいて ここまで 参って しまった こと は 失礼に 違 



こう 責められて おいでになる 宮は、 どう 返辞 をして 

よい かと 苦しく 思って おいでになる。 もう 処女で ない 

からと いう こと を 言葉に ほのめかされ るの を 残念に 宫 

はお 思いに なった。 薄命と は 自分の ような 女性 をい う 

のであろう ともお 悲しまれ になって、 大将の いどんで 

来る の を 死ぬ ほど 苦しく 思 召された。 

「私の - J れ までの 運命 は どんなにまず いもので ござい 

ましても、 それ だからといって、 これ を 肯定し なけれ 

ばなら な いと は 思われない」 

と、 ほのかに 可 隣な 泣き声 をお 立てに なって、 



の 人の 妻に なった ので ある、 その 良人 すら 自分に 対し 

ていだ いていた 愛 は いささかな ものであった、 まして 

こうして ある まじい 恋に 堕ちて は、 しかも 知らぬ 中で 

なく、 故人の 妹 を 妻に 持つ この 人との 名が 立って は、 

太 政 大臣 家で はどう 自分 を 不快に 思う ことであろう、 

そし 

世間で 譏られる こと も 想像され るが、 それよりも 院が 

お聞きに な つ て どう 思 召す であろう、 必ずお 悲しみ あ 

そばす であろう などと、 切り離す ことので きぬ 関係の 

所々 のこと をお 考えに なると、 この ことが 非常に 情け 

なくお 思われに なって、 自分 はやまし いところ もな く 

大将の 11 人で は 断じてな くと も 噂 は どんな ふうに 立 



たまし ひ を つれな き 袖に とどめお きて わが 心から 

惑 はるる かな 

「ほかなる もの は」 (身 を 捨てて いに やしに けん 思 

ふより ほかなる もの は 心なり けり) と 歌われて おり 

ますから、 昔 もす でに 私 ほど 苦しんだ 人が あつたと 

思いまして、 みずから を 慰めようと はいたす にも か 

かわらず なお 魂 は 身に 添いません。 

こんな ことが 長く 書かれて あるよう であった が、 女 

房 も 細かに 読む こと は 遠慮され てで きないので ある。 

事の 成り立った のちに 書かれた 文で はない ようで ある 



さ いまし」 

こう 小 少将が 言 つた。 御 息 所が 悲しんで いる こと は 

申さない。 宫は それでお 呼びに なった ので あると、 

いっそう 侘しい 気に おなりに なり、 何も 仰せられな 

まくら しずく 

かった が、 お 枕から | 卞が 落ちて いた。 この 問題 だけ 

ではなく、 自分の 意志で なくした 結婚から この 方、 母 

に 物思いば かり をさせる 自分で あると、 宫は 子と して 

のかい のない こと を 悲しんで おいでになって、 あの 大 

将 もこの ままで 心 を ひるがえす こと はせ ずに、 いろい 

ろと 自分 を 苦しめる であろう ことが 煩わしい、 それに 

ついて 立つ 噂 もあろう と 御 煩悶 を あそばした。 弁明 



ないようで ございま すから、 私が 見 かねまして、 

をみ なへ し し を 

女郎花 萎る る 野辺 を いづく とて 一 夜ば かりの 宿 を 

S 曰リ けん 

こう 書き さした だけで 紙 を 巻いて 出した。 そのまま 

また 病床に 横たわった 御 息 所 ははな はだしく 苦しみ だ 

もののけ 

した。 物怪が 油断 を させようと 一 時 的に 軽快なら しめ 

ていたの かと 女房た ち は 騒ぎ だした。 効験の いちじる 

しい 僧が 皆 呼び集められて、 病室 は 混雑して いた。 あ 

ちら へ お帰りになる ように 女房た ち はお 勧めす るので 



持って いた。 

「年月に 添って 侮るな どと は、 あなた 御自身が そうで 

いらっしゃ るから、 私の ことまで も 臆測な さるの よ」 

夫人 は 良人が あまりに まじめな 顔 をして いるのに 気 

おくれが して、 若々 しく 甘えて みせた。 夕霧 は 笑って、 

「それ は どちらの ことで もい い。 世間の どこに も ある 

こと だからね。 けれども これ だけ は ほかにない ことで 

すよ。 相当な 身分の 男が ただ 一 人の 妻 を 愛して、 何 か 

おそ たか 

に 怖れて いる 鷹の ように、 じっと 一所 を 見守って いる 

ような のに 似た 私 を、 どんなに 人が 笑って いる こと だ 

ろう。 そんな 偏 S な 男に 愛されて いる こと は あなたに 



に 取り返そうと はせ ずに、 冷静に 見せて 寝に ついた の 

どうき 

であるが、 動悸ば かり 高く 打って ならなかった。 どう 

かして 取り返したい、 御 息 所の 手紙ら しい、 どんな 内 

容 なので あろうと 思う と 眠る こと もで きな いので ある _ 

夫人が 寝入って しまったので、 宵に いた 所の 敷き 物の 

下な ど を さりげなく 大将 は搜 すので あるが 見つからな 

かった。 深く 隠す だけの 時間の なかった の を 思う と、 

近い 所に 置かれて あるに 違いない と 思う のに 見つけら 

れな いのが 歯がゆくて、 悩ましい 気持ちに なり、 夜が 

明けても なお 起きようと しなかった。 夫人 は 子供に 起 

こされて 寝所から いざ つ て 出る 時に、 夕霧 も 今 目 を さ 



て、 第二の 夜の 昨夜に 自分の 行かなかった ことで どん 

みやす どころ はんもん 

なに 御 息 所 は 煩悶した ことであろう、 今日 さえ まだ 手 

紙が 送って ない という こと は、 新婚の 良人と していえ 

ばき わめて 無情な 態度で ある。 露骨に 一一 一一 n わずに 自分の 

行く の を 促して ある 消息 を 受けて いながら、 自分 を 待 

ちつけ る ことが しまいまで できずに 今朝に なった ので 

あつたかと 思う と、 大将 は 妻が 恨めしく も 憎く も 思わ 

れた。 無法な こと をして 大事な 手紙 を 隠させる ような 

しぐさ も 皆 自分が つけさせた わがままな 癖で あると 思 

うと、 自分自身に すら 反感 を 覚えて 泣きた い 気がした _ 

これから すぐに 行こうと 夕霧 は 思う ので あつたが、 た 



けれど まだ 実際 はそう した 御 幼稚ら しいと ころが あつ 

すき 

て、 隙 をお 見せに なった のかと 思います と、 御 後見の 

ために 私 はもう 少し 生きて いたい 気が いたします。 普 

通の 女で も 貴族 階級の 人 は 再婚して 二人め の 良人 を 持 

つ こと を あさはかな ことに 人 は 見て いるので ございま 

すから ね、 まして 尊貴な 内親王 様で あなた はいらつ 

しゃる ので) J ざいます から、 あそばすなら すぐれた 結 

婚を なさらなければ ならな か つたので ございま すが、 

以前の 御 縁組みの 場合に も、 私 は あなた 様の 最上の 

ごリ ようじん 

御 良人と あの方 を 見る ことができませんで、 御 賛成 申 

さなかつ たのです が、 前生のお 約束事だった のでし よ 



しかし それ はしいて 忘れる ことにいた しましても、 あ 

の 人の 愛情 さえ 深ければ ながい 月日のう ちに は 見よ い 

ことに もな ろうかと、 私 はしいて 思おうと する のです 

が、 まったく 冷淡な 人で ございま すね」 

と 言い 続けて 御 息 所 は 泣く のであった。 あった 事実 

と 独断して こう 言う の を、 御 弁明 あそばす こ ともおで 

きにならない 宮が、 ただ 泣いて おいでになる 御 様子 は、 

かれん 

おおようで 可憐な ものであった。 御 息 所 はじつ と宫を 

な 力が-な 力ら、 

「あなた は どこが 人より 悪い のでしょう。 そんな こと 

は 絶対にない。 何とい う 運命で こうした 御 不幸な 目に 



した 希望 も 持てません こと を 悲しく 思います」 

あいさつ はんもん 

と宫 への 御 挨拶 を 申し入れた。 御 息 所が 煩悶して い 

たこと をお 思いに なって、 大将が 原因で 免れが たい 運 

命と はいえ 母君 はお 亡くなり になった とお 思いになる 

と、 恨めしい 因縁の 人の 弔問に 宫 はお 返辞 すら あそば 

さない。 

「どう 仰せられ ますと 申し上げれ ばよ ろしゅう、 j /ざ い 

ましょう。 重い お 身柄 をお 忘れに なって すぐに この 遠 

い 所 をお 弔み においで くださいました 御 好意 を 無視 あ 

そばす ような お扱い も あまりで ございまし ようから」 

女房が 口々 に 言う と、 



見て は、 大将 も 言いたい ことが 口から 出ない。 

まっくら 

「私の 心な ども 暗闇に なった ように 思われる のです か 

ら、 宮様と して は ごもっともです。 極力お 慰め 申し 上 

げて、 あなたがたの 力で 今後 少しのお 返事で もいた だ 

ける ように 計ら つ てくだ さい」 

などと 言いお いて、 長い 立ち話 をして いる こと もさ 

すがに 出入りの 人の 多い 今日の 山荘で は 軽々 しく 見ら 

れるゾ とで あろうと はばか つ て 大将 は 帰る Y とに した 

今夜のう ちに 済ませる ために 納棺 その他の こと を 着々 

進行 させて いる 物音に も、 盛大なら ぬ 葬儀の 悲哀が 感 

せられて、 大将 はこの 近くに ある 自家の 荘園から 侍た 
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